Q1. カクヨムを使って小説を発表しようと思った理由をお聞かせください。

2016年の年末、友人達が第二回カクヨムコンテスト向けの面白い小説をバンバン投稿していたので、みんな楽しそうだなあ、僕も何か書きたいなあ、と思ったのがきっかけです。
僕自身はやや出遅れてコンテスト中盤から小説を投稿する事になったのですが、『遅れて参加したのに大賞取ったらスゴくかっこいいのでは？』と思ったのも執筆モチベーションに繋がりました。そして取りました（渾身のドヤ顔）。

Q2. 普段作品を執筆する際に心がけていることや、意識して取り入れていることはなんでしょうか？

爽快感のある展開こそが最重要だと考えてます。
もう少し具体的に言うと、『来るか？来るか？　……きたー！』みたいなカタルシスが得られる展開や、ヒキ。こういうのをこまめに入れるように意識してます。
たとえラストが面白い作品でも、そこに辿り着くまでに読者のモチベーションが尽きてしまったら意味がない。執筆にモチベーションが必要なように、読者にもモチベーションが必要不可欠なのです。
読者に爽快感を与える事。『続きが気になる！続きを読みたい！』と思わせる事。これこそが作家の使命であり、長いお話に付き合って貰う上での大原則なのだと思います。

Q3. Web上で小説を発表するということは、広く様々な人が自分の作品の読者になる可能性を秘めています。そんななかで、自分の作品を誰かに読んでもらうために行った工夫や努力などがあれば、ぜひ教えてください。

　Webの世界は広大で、小説に限らず『とても良い作品なのに全然評価されてない』みたいな事が多々あります。埋もれてしまうんですよね。面白いのに。
[bookmark: _GoBack]今回のコンテストにしてもまずは読者選考を通らないといけないし、正当な評価を受けるためには認知度を上げないといけないわけです。
なので、（面白い作品を書いた上で）作者自身も宣伝に力を入れないといけないというのは痛感していて、主にそのための努力をしています。
今日から誰でも実践できる一番簡単なものは『SNSでネガティブな事を言わない、汚い言葉を使わない、他の作品を叩かない』ですね。
乱暴だったりネガティブだったりすると人はどんどん離れていきますし、ヒマさえあれば他作品を叩いているような人の作品を応援したい！とは、まあ、普通思わないですよね。
　あと、他の人の作品を読んで感想を書くのも良いと思います。正直、これだけ良質のコンテンツが溢れかえっている世の中で自分の作品をピンポイントで読んで貰おうというのはムシが良すぎる話ですが、自作品に感想を寄せてくれた人の作品なら、まあ読んでみようかなーって気持ちになるじゃないですか。
ならない？　あれっ？
 
Q4. 作品執筆において、影響を受けた作品や参考になった本などがあれば教えてください。また、どのような点が作品執筆のためになったかもあわせてお聞かせください。（小説・ノンフィクションなど問わず）

　ニンジャスレイヤー（忍殺）ですね。Twitter小説というのは面白いもので、『小説を読む』という楽しみ以外に『読者同士で繋がる』という副次効果もあったりします。
忍殺を読んでいくうちに創作する人たちと繋がるようになり、TRPGやダンゲロスといった創作ゲームに手を出すようになり、ついには書いた小説が受賞するまでに至りました。数奇な運命だと思います。
それ以外で今回の執筆に影響を受けた小説は『クォンタムデビルサーガ アバタールチューナー』。女神転生シリーズらしく、ファンタジーとSFが合体した非常に読み応えのある小説です。
『アバタールチューナー』のネタバレになってしまうので多くは言えませんが、『勇者、辞めます』中盤からSF要素が入ってくるのは本作の影響が大きいです。

Q5. 大賞を受賞したことで、何か変わったことはありましたか？

　よく褒められるようになりました。
創作をしない人に『趣味で小説を書いてます』とだけ言うと奇異の目で見られる事も多いのですが、『受賞しました、今度本になります』と言うと皆やたらと驚き、ひれ伏し、賞賛してくれるのです。書いた小説が本になる、というのはそれだけ（誰にとっても）分かりやすい実績ということですね。

Q6. これからカクヨムWeb小説コンテストに挑戦しようと思っている方へ向けてのアドバイスがあれば、ぜひお願いします。

　面白い小説の書き方、みたいな頭のいいアドバイスは他の人に任せます。
　僕が言いたいのはただひとつ。
『自分の性癖を詰め込んだ作品を書こう！』という事です。
　とにかくそれが最優先！　世間のニーズとかそういうのはガン無視して、自分の脳内妄想を文章化するくらいの勢いで臨みましょう！
　だって、考えても見て下さい。自分の小説が書籍化されるかもしれないんですよ。書籍化されれば絵がつくし、ゆくゆくはアニメになったり映画になったりするかもしれないんですよ。
　自分の性癖を詰め込んだ可愛いキャラに声がついたり、自分自身で大絶賛できるようなストーリーがアニメになってTVで放送されるところを想像してみてください。最高ですよね？
　それが叶うのがカクヨムコンテストという場です。是非、あなたの持つありったけのパワーを小説に込めて下さい。
